
シンラの旅-19「カナダ」建国150周年 

極北の大地に生命が燃える
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アメリカ合衆国

カナダ

バンクーバー

ウィニペグ

トンプソン

チャーチル

ランキン・インレット

カナダの先住民族イヌイットが、
石を人型に積み上げてつくる石
像「イヌクシュク」。ランキン・
インレットの小さなコミュニ
ティーを見守るように、小高い
丘にそびえたつ

カナダ・極北の地。ホッキョクグマの首都、チャーチルと極北の少数民族イヌイッ
トが暮らす町、ランキン・インレットを訪れた。見わたす限り、凍てつく白が広が
る極限の地で生きる彼らの流儀と覚悟、そしてむき出しの食物連鎖。そこにある
すべてが「生」を体現していた。今日もこの巨大な白のカンバスの上には、生き
ものたちの赤い命の鼓動が、絶えず脈打っている。

文◉芦原 伸（ノンフィクション作家） 
撮影／戸川　覚　協力／カナダ観光局

カナダ建国150周年 

極北の大地に
生命が燃えるいのち
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ハドソン湾が結氷する10月から
11月にかけて、チャーチルには
ホッキョクグマが“集結”する。
ツンドラバギーに乗り、ホッキョ
クグマを間近で見られるツアー
も行われる ©カナダ観光局
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蒼
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たホッキョクグマは捕獲され、一時的に保
護する Photo courtesy Province of Manitoba
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アメリカ合衆国

カナダ

バンクーバー

ウィニペグ

トンプソン

チャーチル

ランキン・インレット

ホッキョクグマやオーロラの観測地と
して知られるチャーチルは人気の観
光地だ。
チャーチルの旅の基本情報と、今回取
材で訪れたスポットを紹介。極北の町
ならではの魅力にふれてみよう。

チャーチル
観光ガイド＆
おすすめスポット

ホッキョクグマの首都・
チャーチルの旅を満喫する

州　名　マニトバ州
面　積　53.96ｋ㎡
総人口　約1000人
公用語　英語、フランス語（主に英語）
時差

アクセス

シーポートホテル
The SEAPORT HOTEL

　チャーチルで唯一、一年中オー
プンしているホテル。設備も充実
しており、朝７時からオープンして
いるカフェでは、コーヒーのおか
わりが自由。カクテルラウンジとス
ポーツバーも併設されており、夜
の遊び場がほとんどないチャーチ
ルでは貴重な存在である。チャー
チルのほぼ中心に位置しておりア
クセスがよく、空港と駅へのシャ
トルバスも運行されている。

上／シーポートホテルの外観　下／ホテルのロ
ビー。ホッキョクグマの写真が壁に掛けられて
いる

左／チャーチルにあるイヌクシュク
右／チャーチル駅の外観

215 Kelsey Boulevard
Tel 204-675-8807
http://www.seaporthotel.ca/

チャーチルで唯一の
フルアメニティホテル

Churchill Travel Information

　カナダは6つのタイムゾーンに区分さ
れていて、チャーチルの時間は中部時
間にあたり、日本との時差は－15時間
（サマータイム時は－14時間）。
気候の特徴
　チャーチルに観光客が訪れるのはお
もに７月から11月の間。７月から８月
にかけてがチャーチルの夏だが、この時
期の平均気温は12度。9月を過ぎると
急激に気温が低下し、平均はマイナス
になる。

【日本～ウィニペグ】成田空港から直行
便でバンクーバーへ。所要時間は約8
時間半～9時間。バンクーバーから乗
り継いで、ウィニペグへ。所要時間は
3時間弱。
【ウィニペグ～チャーチル】ウィニペグか
ら空路でチャーチルへ。所要時間は２
時間半。陸路ではVIA鉄道を利用して
行くこともできる。週に2本しか運行し
ていないが、冬には列車からオーロラ
が見られる可能性もある。所要時間は
約48時間、丸2日かけて極北の大自然
の中を横断する。
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ジプシーズベーカリー
Gypsy’s Bakery

エスキモーミュージアム
Eskimo Museum

　今年で25周年をむかえる地元
で人気のベーカリー＆レストラン。
チャーチルでは多くの店が夏から
秋にかけての観光シーズンにしか
オープンしていないが、ここはほ
ぼ通年営業の数少ない店。店主
のヘレンさんはポルトガル生まれな
ので、ポルトガル料理も楽しめる。
肉料理が豊富で、なかでもステー
キサンドイッチは絶品だ。

　1944年に設立されたイヌイット
の民俗博物館。ベルギー人のカト
リック宣教師Franz Van de Veldeが
収集したイヌイットの衣装や道具、
アート作品が展示されており、紀
元前から現代に至る、暮らしの変
遷をたどることができる。博物館
の中にはギフトショップもあり、絵
画やポストカード、ぬいぐるみなど
が売られている。無料で入場でき
るので、気軽に立ち寄れるスポッ
トだ。

上／ジプシーズべーカリーの外観　中／店内
のイートインスペースは広く、町の人でにぎわ
う　下／ボリューム満点のサンドイッチ

上／エスキモーミュージアムの内観　中／ホッ
キョクグマの頭骨も展示されている　下／館
内で販売もされているアート作品

253 Kelsey Blvd
営業時間 月～土曜日 6:00~22:00
TEL 204-675-2322
http://www.gypsybakery.ca/

253 Kelsey Blvd
営業時間 月～土曜日 13:00~16:30（冬季）
TEL 204-675-2030

25年続く、地域に根ざした
ベーカリー＆レストラン

イヌイット文化を
間近で感じる博物館
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http://jp-keepexploring.canada.travel/

